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石輝門では色あざやかなあじさいの花が咲き、この梅雨の中でも心に安らぎを与えてく

れています。学校内では色とりどりのマスクをつけて熱心に学ぶいしがせっ子の姿があり

ます。緊急事態宣言が続き、学校内でも昨年度までの経験を

生かし、音楽や体育の授業を中心に授業内容を工夫しながら

日々取り組んでいます。この状況はこの先も続くことが予想

されます。今後も学校では、新型コロナウィルス感染症予防

の対策をしっかりとり、元気ないしがせっ子とともに楽しい

学びを続けていきます。ご家庭でも毎日のお子様の健康管理

にご協力いただき、ありがとうございます。今後も感染状況

によっては、学校行事等にも大きな変更をする場合もござ

いますのでご理解ご協力をよろしくお願いします。 

さて、いしがせっ子が大好きな鬼滅
き め つ

の刃
やいば

、このアニメには素敵
す て き

な台詞
せ り ふ

がたくさん出て

きます。炭
たん

治郎
じ ろ う

の生き方は本当にかっこいいです。そんな炭
たん

治郎
じ ろ う

の台詞
せ り ふ

の中に「人のため

にすることは、巡
めぐ

り巡
めぐ

って自分のためになる。」という言葉があります。これは、「情
なさ

け

は人のためならず。」という言葉と同じ意味です。私の好きな言葉の一つです。自分のと

なりにいる人にちょっと優
やさ

しい言葉をかけたり親切にしてあ

げたりすることで、その優
やさ

しさはその人から次の人へ、さらに

次の人へと続いていきます。そして、最後に自分のもとに「○

○さんは優しいね。ありがとう。」という言葉で戻ってくるか

もしれません。そんなとき、幸せな気持ちになりませんか。そ

れが、今年の始業式でみなさんに紹介した「どうぞ」「ありが

とう」の声かけです。このことが大きくなっていくにつれてな

ぜできなくなっていくのでしょうか。ちょっとした気づかいな

のですが、残念です。 

有名な金子みすずさんの詩を紹介します。自分の言葉や行動

は、こだまのように、最後は自分に返ってきます。人のことを

悪く言う人は、その悪い言葉がつながって、最後は自分の悪口

になって戻ってきます。気をつけてくださいね。みんなで力を

合わせて「ありがとう」がこだまで返ってくる幸せにあふれた

石ヶ瀬小学校にしていきましょう。 

最後に炭治郎は、この言葉の後に「人は自分ではないだれか

のために、信じられないような力を出せる生き物なんだ。」と言っています。学校では、

今も命を守るための新しい生活様式に取り組んでいます。私の命、あなたの命、みんなの

命、を大切にして、考えて行動していきましょう。 

※タイトルのイラスト：緑化ボランティアで活動する児童 
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 熱中症対策について  

半袖姿の児童も増え、熱中症が心配な日もあります。

そんな中、コロナウィルス対策としてマスクも欠かせま

せん。学校での熱中症対策についてお伝えします。 

【マスクの着用】 

○今後も全校体制で実施をします。暑くなってきて、登

校時にマスクを忘れることがないよう、声かけをお願い

します。ランドセルに予備のマスクを用意していただけ

ると幸いです。 

○登下校時も、マスクの着用を原則とします。しかし、体調を考え、マスクをはずしても

よいと伝えています。その場合は、友達との距離をとり、会話を控えるよう指導していま

す。 

○体育時は、授業開始とともに、運動中はマスクを取ってもよいと指導します。マスクを

していないときは、互いの距離をとったり、会話を控えるようにしたりして、学習環境を

整えます。更衣の時は、短時間で、しゃべらず行い、体育後の手洗いを徹底します。 

【水分補給】 

○学校には水を飲むことができる水道もありますが、毎日、水筒を持たせてください。 

○水筒のお茶では足りなくなる場合があります。予備のペットボトルをご用意いただき、

記名をして、教室保管することが出来ます。開封したものは必ず持ち帰るよう、ご指導く

ださい。 

○授業中の水分補給も可としています。 

【学習用具・ランドセル】 

○学校に教科書類を積極的に置いていくようにします。用具を少なくして、ランドセル以

外のバックを使用することを可とします。過ごしやすい季節になったら、ランドセルでの

登校に切り替えます。 

【その他】 

○登下校時の日傘や、日よけ用の帽子も使用できます。日傘は、雨の日と同じ、一列で歩

きます。ネッククーラーや、冷却用のタオルを使うときは、使わないときのためにビニー

ル袋などを用意し、自分で始末が出来るようにしてください。学校に持たせるものは、必

ず記名をお願いします。 

○ネッククーラーや、冷却用のタオルは、体育時は使用しません。水分補給や適度な休憩

等、様子を見ながら進めていきます。 

○その他に、体調に合わせて使用したい暑さ対策の用品がありましたら、担任へお申し出

ください。児童が自分で管理するなど、ルールを守って使用することが原則です。 

 

 

      最近、地域の方から、「子どもたちのあいさつの声が大きくなった」 

     「よくあいさつをしてくれる」という、嬉しい言葉をいただくことが 

     増えました。児童の登下校時などに、地域の方々が声をかけてくださっ 

     ているおかげです。これからも、「あいさつ日本一の学校」を目指して、 

学校の中も、あいさつでいっぱいにしていきます。 

 

 

 


